
　
広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道

高
校
は
、
２
０
２
０
年
度
、
修
道
生
と

し
て
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
「
価
値
観
」

と
「
ス
キ
ル
」が
示
さ
れ
た「
修
道
ベ
ー

シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」を
策
定
し
た
。

「
価
値
観
」は「
世
界
貢
献
・
開
拓
者
・

協
働
性
・
向
上
心
・
独
立
心
」の
５
領
域
、

「
ス
キ
ル
」は「
人
間
関
係
力
・
表
現
力
・

判
断
力
・
思
考
力
」
の
４
領
域
と
し
、

各
領
域
に
２
〜
３
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
、自
分
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め
に

必
要
な
姿
勢
や
行
動
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、テ
ー
マ
ご
と
に
５
段
階
の
評

価
基
準（
図
１
）
を
設
け
る
こ
と
で
、

で
活
用
し
て
い
る
。
中
学
教
頭
の
藏く

ら
し
た下

一
成
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
教
師
が
『
デ
ジ
タ
ル
・
タ

キ
ソ
ノ
ミ
ー
』（
Ｐ
．６
参
照
）に
基
づ
き
、

目
的
意
識
を
持
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

る
の
と
同
様
に
、
生
徒
も
目
的
や
状
況

に
応
じ
て
ツ
ー
ル
を
選
び
、
活
用
す
る

経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
判
断
力

や
表
現
力
、
情
報
活
用
能
力
な
ど
が
高

生
徒
が
自
分
の
状
態
や
、
次
に
目
指
す

べ
き
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
た
。

　
生
徒
は
、
９
月
と
３
月
に
、
同
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
自
己
評
価
を
し
て
自

身
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
目
標
を

立
て
る
。
一
方
、
学
年
団
は
、
生
徒
の

自
己
評
価
を
集
計
し
て
各
領
域
の
達
成

度
を
算
出
。
前
回
の
自
己
評
価
か
ら
の

変
化
を
分
析
し
て
指
導
改
善
を
図
り
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
教
育
の
柱
に
据
え

て
い
る
同
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
「
学
び

の
イ
ン
フ
ラ
」
と
位
置
づ
け
、
教
材
の

配
信
や
振
り
返
り
の
蓄
積
、
ウ
ェ
ブ
テ

ス
ト
の
実
施
、
生
徒
・
保
護
者
と
の
連

絡
な
ど
、
教
育
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

ま
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
生
徒
の
学

び
の
量
を
増
や
し
、
学
び
の
質
を
高
め

る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

工
夫
し
て
い
ま
す
」

上記のように、テーマごとにレベル１〜５の評価基準が設定されている。
※学校資料を抜粋して掲載。

「修道ベーシックルーブリック」の５段階の評価基準（抜粋）図１

高
校
１
学
年
担
任
・
広
報
室

鎌
田
祐
介　

か
ま
だ
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
社
会
科（
日
本
史
）。

高
校
１
学
年
担
任
・
教
務
部

森
元
雅
貴　

も
り
も
と
・
ま
さ
き

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
15
年
目
。
英
語
科
。

高
校
１
学
年
主
任

野
上
知
宏　

の
が
み
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
13
年
目
。
数
学
科
。

中
学
教
頭

藏
下
一
成　

く
ら
し
た
・
か
ず
な
り

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
29
年
目
。
美
術
科
。

「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」と

端
末
の
普
段
使
い
で
、未
来
へ
の
力
を
育
む

広
島
県・私
立
修
道
中
学
校・修
道
高
校

生
徒
が
目
指
す
べ
き
姿
を
「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
に
掲
げ
た
広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道
高
校

は
、
生
徒
が
目
的
に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
よ
う
に
な
る
こ
と
で
資
質
・
能
力
も
高
ま
る
と
考
え
、
学
校
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
。

実践事例

3
「
学
び
の
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

※
学
校
概
要
は
、
Ｐ
．５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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美
術
の
授
業
で
は
、
作
品
の
制
作
過

程
で
の
気
づ
き
や
課
題
、
完
成
作
品
の

画
像
な
ど
を
残
す
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と

し
て
、「Classi

」（
＊
）
の
ア
ル
バ
ム
の

機
能
を
活
用
し
て
い
る
（
図
２
）。
美

術
科
の
藏
下
教
頭
は
、
そ
の
ね
ら
い
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ア
ル
バ
ム
の
機
能
は
、そ
の
時
々
に

考
え
た
こ
と
を
残
す
習
慣
を
つ
け
る
ネ

タ
帳
と
し
て
使
お
う
と
、
生
徒
に
伝
え

て
い
ま
す
。
蓄
積
が
多
く
な
っ
て
も
、

手
元
の
端
末
で
す
ぐ
に
確
認
で
き
ま
す

し
、自
分
の
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

次
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
く
る
も
の
で

　「
単
元
を
通
し
て
生
徒
が
世
界
貢
献

に
つ
い
て
考
え
を
十
分
深
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
、
評
価
結
果
の
数
値

化
に
よ
っ
て
明
確
に
な
り
、
主
題
を
繰

り
返
し
発
信
す
る
重
要
性
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」（
藏
下
教
頭
）

　
数
学
科
の
野
上
知
宏
先
生
は
、
１
ト

ピ
ッ
ク
１
分
〜
１
分
30
秒
間
の
動
画
を

作
成
し
、ク
ラ
ウ
ド
上
で
生
徒
に
配
信
。

授
業
中
の
グ
ル
ー
プ
活
動
時
の
教
材
な

ど
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
１
回
の
定

す
。取
り
組
み
を
進
め
る
う
ち
に
、生

徒
の
質
問
が
、『
次
に
何
を
す
れ
ば
よ
い

で
す
か
』
か
ら
、『
〇
〇
し
た
い
の
で

す
が
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
』に

変
わ
り
ま
し
た
。メ
タ
認
知
能
力
や
向

上
心
な
ど
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
」

　
ま
た
、単
元
ご
と
に「
修
道
ベ
ー
シ
ッ

ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
中
か
ら
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
記
し
、
作
品

の
完
成
後
、
自
己
評
価
と
相
互
評
価
を

実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
で
集
計
し
、

結
果
を
授
業
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
今
年
度
の
高
校
２
学
年
で
取

り
扱
っ
た
、『
オ
ル
タ
ー
ピ
ー
ス
』
を

題
材
に
平
和
へ
の
願
い
を
テ
ー
マ
と
し

た
単
元
で
は
、「
世
界
貢
献
」
の
自
己

評
価
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
。

期
考
査
の
出
題
範
囲
分
で
、
動
画
は
約

80
本
、
約
90
分
間
と
な
る
。
定
期
考
査

前
に
は
、
動
画
を
何
度
も
見
返
せ
ば
理

解
が
深
ま
る
こ
と
を
、
生
徒
に
繰
り
返

し
伝
え
て
い
る
と
、野
上
先
生
は
語
る
。

　「
私
自
身
、
動
画
を
何
度
も
見
返
し
、

説
明
の
仕
方
や
図
の
示
し
方
な
ど
に
お

け
る
改
善
点
を
見
い
だ
し
て
、
次
の
動

画
作
成
に
生
か
し
て
い
ま
す
」

　
英
語
科
の
森
元
雅ま

さ

貴き

先
生
は
、
生
徒

に
端
末
を
使
う
意
義
を
説
明
し
た
上

で
、
授
業
中
の
端
末
の
使
用
に
制
約
を

設
け
て
い
な
い
。
生
徒
は
、
必
要
に
応

じ
て
端
末
で
調
べ
物
を
す
る
ほ
か
、
森

元
先
生
の
指
示
が
な
く
て
も
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
ク
ラ
ウ
ド
上
で
英
作
文
や
和

訳
を
共
有
し
て
学
び
合
っ
て
い
る
。

　「
端
末
の
使
用
を
制
限
し
な
け
れ
ば
、

生
徒
が
学
習
以
外
の
こ
と
で
端
末
を
使

用
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
声
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
端
末
を
使
う
場

面
を
限
定
し
て
し
ま
う
と
、『
今
、
知

り
た
い
』
と
い
う
生
徒
の
意
欲
を
削
ぎ

か
ね
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
端
末
を

使
う
目
的
を
生
徒
と
し
っ
か
り
共
有
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
で
き
て
い
る
本

校
で
は
、
生
徒
が
主
体
的
・
協
働
的
に

学
ぶ
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
」

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

この生徒は毎時間、制作途中の作品の画像もアルバムに
アップし、次時に取り組もうと考えていることを入力し
ている。　　　　　　　　　　※学校資料をそのまま掲載。

美術科　生徒のポートフォリオ（例）図２

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

次
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

「
ネ
タ
帳
」
と
し
て
活
用

端
末
を
使
う
意
義
を
生
徒
と
共
有
し
、

い
つ
で
も
使
え
る
環
境
に

教科指導
（美術・数学・英語）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

ポートフォリオで
学びの過程を可視化する
目的や利点を、生徒に説明

「○○したいのですが、
どうすればよいですか」
と、目的意識を持った

質問に変容
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22
年
度
の
高
校
１
年
生
の
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」で
は
、「
広
島
の
文
化
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
３
分
間
の
動
画
制
作

を
課
題
と
し
た
。
生
徒
は
８
人
ず
つ
の

グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や

記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
、
役
割
を
分

担
。
各
グ
ル
ー
プ
、
食
や
防
災
な
ど
の

７
領
域
か
ら
１
つ
を
選
択
し
、
動
画
の

内
容
を
検
討
し
た
。
７
月
下
旬
に
は
、

テ
レ
ビ
局
員
か
ら
取
材
や
動
画
制
作
の

方
法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
た
上
で
、

調
査
や
取
材
を
行
い
、
夏
季
休
業
明
け

に
テ
ス
ト
動
画
を
制
作
し
た
。
各
学
級

の
ク
ラ
ウ
ド
上
で
テ
ス
ト
動
画
を
共
有

し
、自
分
た
ち
が
作
り
た
い
も
の
の
制

作
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
」（
野
上
先
生
）

　
動
画
制
作
で
は
、「
修
道
ベ
ー
シ
ッ

ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
中
で
も
「
判
断

力
」
の
育
成
に
重
点
を
置
い
た
。
テ
レ

ビ
局
か
ら
著
名
人
の
講
演
を
提
案
さ
れ

た
が
、
そ
れ
を
断
っ
た
の
は
、
生
徒
が

事
前
知
識
の
な
い
状
態
で
、
訴
求
し
た

い
テ
ー
マ
を
自
分
た
ち
で
見
つ
け
る
こ

と
か
ら
始
め
、
取
材
先
も
自
分
た
ち
で

見
つ
け
れ
ば
、
自
身
で
判
断
す
る
場
面

が
よ
り
増
え
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
22
年
９
月
に
実
施
し
た
「
修
道
ベ
ー

シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
自
己
評
価

で
は
、「
判
断
力
」
に
か
か
わ
る
テ
ー

マ
の
「
優
先
課
題
及
び
そ
の
解
決
策
を

的
確
に
判
断
し
て
行
動
に
移
す
力
」が
、

前
回
の
３
月
調
査
に
比
べ
て
飛
躍
的
に

向
上
し
て
い
た
（
図
３
）。

　「
活
動
中
、
教
師
は
見
守
り
に
徹
し
、

生
徒
が
自
分
の
判
断
で
動
け
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。課
題
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
乗
り

越
え
た
経
験
が
、『
判
断
力
』
の
向
上

し
て
感
想
や
意
見
を
述
べ
合
い
、
テ
レ

ビ
局
員
か
ら
の
講
評
も
踏
ま
え
て
、
再

取
材
や
動
画
の
修
正
を
行
い
、
10
月
末

の
文
化
祭
で
発
表
し
た
。

　
調
査
や
取
材
依
頼
、
撮
影
・
編
集
な

ど
の
各
工
程
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
。
夏

季
休
業
中
は
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

作
業
を
進
め
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
成
果
物

を
共
有
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
た
。

　「
動
画
制
作
は
、『
判
断
力
』
や
『
表

現
力
』
な
ど
、『
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
』
を
総
合
的
に
伸
ば
す
た
め

の
課
題
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。９
月

の
中
間
発
表
で
テ
レ
ビ
局
員
か
ら
酷
評

を
受
け
て
、か
え
っ
て
火
が
つ
い
た
生

徒
が
い
ま
し
た
し
、グ
ル
ー
プ
内
で
意

見
の
相
違
が
あ
っ
て
も
粘
り
強
く
議
論

と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
明
確

な
目
的
の
下
で
活
用
す
る
こ
と
で
、
間

接
的
に
で
す
が
、
活
動
を
支
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
し
た
」（
野
上
先
生
）

　
卒
業
生
の
著
名
人
を
主
人
公
に
し
た

ド
ラ
マ
仕
立
て
の
動
画
な
ど
、
生
徒
の

「
思
考
力
」
や
「
表
現
力
」
の
向
上
が

見
ら
れ
る
作
品
ば
か
り
で
、
教
師
を
驚

か
せ
た
。

　「
動
画
投
稿
サ
イ
ト
が
一
般
的
に
活

用
さ
れ
る
中
、日
常
生
活
や
仕
事
で
も
、

動
画
制
作
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、

よ
り
高
次
の
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
観
点

か
ら
も
、
課
題
設
定
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」（
藏
下
教
頭
）

※学校資料を基に編集部で作成。

自己評価の結果（抜粋）図３

領域 ルーブリックテーマ 前回と
の差異

思考力

自分の選択がどういう結果を引き
起こすかを推測する力 0.08

情報を体系的につなげて因果・関
連性を考える力 0.09

物事を時に具体的に、時に抽象的
に思考できる力 0.09

判断力
優先課題、及びその解決策を的確
（論理的）に判断し行動に移す力 0.2

大局を見据えて判断する力 -0.01

「総合的な
探究の時間」

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

動画制作や
事務作業など、
ICTを総合的に
活用する課題を設定

優先課題を判断しつつ、
作りたいものを
粘り強く追究

資
質・能
力
を
総
合
的
に
育
む

活
動
と
し
て
、動
画
制
作
を
課
題
に

社
会
で
求
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ル
を
踏
ま
え
て
課
題
を
検
討
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生
徒
・
保
護
者
と
の
連
絡
や
家
庭
学

習
の
把
握
に
も
、「Classi

」
を
活
用
し

て
い
る
。
そ
の
際
に
留
意
し
て
い
る
の

は
、
生
徒
に
任
せ
っ
放
し
に
し
な
い
こ

と
だ
と
、
高
校
１
学
年
担
任
の
鎌
田
祐

介
先
生
は
説
明
す
る
。

　「『
連
絡
事
項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
』

『
学
習
時
間
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
』

な
ど
と
口
頭
で
伝
え
る
だ
け
で
は
、
行

動
に
移
さ
な
い
生
徒
が
い
ま
す
。
行
動

を
習
慣
化
さ
せ
る
た
め
、
活
用
の
ル
ー

ル
を
設
け
た
上
で
、
担
任
が
繰
り
返
し

声
を
か
け
て
い
ま
す
」

　
鎌
田
先
生
は
、
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
で
、
生

る
よ
う
に
し
た
。
す
る
と
次
第
に
、
毎

日
学
習
時
間
を
入
力
す
る
生
徒
が
増

え
、
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
っ
た
。

鎌
田
先
生
は
、
教
師
の
粘
り
強
い
働
き

か
け
が
、「
向
上
心
」「
独
立
心
」
を
喚

起
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

　「
生
徒
の
中
に
は
、
学
習
の
記
録
と

し
て
活
用
し
よ
う
と
、
学
習
し
た
内
容

ま
で
入
力
す
る
者
も
い
ま
し
た
。
自
分

で
や
り
方
を
工
夫
で
き
る
生
徒
は
、
自

分
の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
振
り
返
り
、
課

題
を
見
つ
け
て
、
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
大

学
進
学
後
や
社
会
に
出
た
後
も
、
自
分

徒
全
員
が
「Classi

」
を
開
く
時
間
を

確
保
。
連
絡
事
項
を
確
認
し
た
ら
、「
見

ま
し
た
」
ボ
タ
ン
を
押
す
ル
ー
ル
に
し

て
い
る
。
押
し
て
い
な
い
生
徒
に
は
、

端
末
上
で
促
す
と
と
も
に
、
実
際
に
声

も
か
け
る
な
ど
、
閲
覧
が
習
慣
化
す
る

ま
で
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
る
。

　
夏
季
休
業
中
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣

化
に
向
け
て
、
高
校
１
年
生
全
員
に
、

家
庭
学
習
時
間
を
「Classi

」
に
入
力

さ
せ
た
（
図
４
）。
担
任
は
入
力
状
況

を
毎
日
確
認
し
、
入
力
し
て
い
な
い
生

徒
に
は
入
力
を
促
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

入
力
し
た
生
徒
に
は
励
ま
し
の
コ
メ
ン

ト
を
送
信
。
さ
ら
に
、
学
級
ご
と
の
学

習
時
間
の
総
計
を
１
年
生
の
グ
ル
ー
プ

に
ア
ッ
プ
し
、
１
年
生
全
員
が
見
ら
れ

自
身
で
学
び
や
仕
事
の
質
を
振
り
返
る

習
慣
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」（
鎌
田
先
生
）

　
今
後
は
、
教
育
活
動
で
活
用
し
や
す

い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
精
選
し
て
い
く
。

　「
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
多
い

と
、
ア
カ
ウ
ン
ト
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管

理
が
難
し
く
な
り
、
生
徒
は
混
乱
し
ま

す
。
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
頼
り
す
ぎ
る
こ

と
で
生
徒
を
振
り
回
さ
な
い
よ
う
、
各

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
効
果
を
検
証
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
野
上
先
生
）

　
大
学
や
社
会
へ
続
く
「
人
生
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
、
生
徒
が
蓄
積
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
目
指
し
た
い

と
、
藏
下
教
頭
は
語
る
。

　「
現
在
使
用
中
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

え
る
の
は
高
校
ま
で
で
す
。
大
学
進
学

後
の
活
動
実
績
や
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア

な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
身
の
学
び

を
蓄
積
し
、
日
常
的
に
振
り
返
っ
て
自

分
の
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
で
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

構
築
す
べ
く
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
ま
す
」

※学校資料をそのまま掲載。

家庭学習時間のグラフ（例）図４

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

学級運営

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

学習時間を記録しやすい
仕組みにした上で、
学級ごとに学習時間を
可視化し、学年内で共有

１年次から
家庭学習習慣が定着し、
記録の内容も具体化

環
境
整
備
と
教
師
の
声
か
け
の

両
面
か
ら
学
習
習
慣
を
意
識
づ
け
る

目
標
は
、
生
涯
蓄
積
で
き
る

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
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